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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 19 号 （2015 年 10 月）

よすみちゃん

第19号

★
企
画
展

10
月
31
日
（
土
）
～
12
月
21
日
（
月
）

　
　
※
　
11
月
3
日（
火
・
祝
）は
開
館

　
　
　
　
　
翌
4
日（
水
）休
館

　
「“
戦
後
何
年
”
と
い
う
言
い
方
が

ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
」

　

こ
れ
は
１
９
４
５
年（
昭
和
20
）生
ま

れ
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
言
葉
。
年
齢

＝
平
和
が
続
く
年
数
と
の
思
い
で
す
。

　

今
年
は
、
先
の
大
戦
の
敗
戦
か
ら
70

年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

　

実
は
、
わ
が
出
雲
市（
旧
出
雲
市
）は

太
平
洋
大
戦
の
直
前
に
誕
生
し
ま
し
た
。

１
９
４
１
年
11
月
3
日
「
出
雲
市
」
が

設
置
さ
れ
、
市
議
会
選
挙
開
票
翌
日

が
12
月
8
日
。
開
戦
を
告
げ
る
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
日
で
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
郷
土
と
戦
争
と
の
関

わ
り
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
展
示
概
要
と
主
な
展
示
内
容
】

１　
「
御ご

い
っ
し
ん

一
新
」
そ
し
て
男
子
は
み
な

兵
士
へ
―
明
治
維
新
と
近
代
軍
備

　

１
８
６
８
年
の
明
治
維
新
で
身
分
制

度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
全

「
い
つ
ま
で
も

　
　
戦
後
で
あ
り
た
い

―
出
雲
市
民
と
戦
争
―
」

【 

入
場
無
料 

】

【 

聴
講
無
料 

】

祝・開館５周年

男
子
が
兵へ
い
え
き役
を
負
う
徴
兵
制
度
と
直
結

し
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
徴
兵
で
は
島

根
の
若
者
も
軍
隊
に
入
り
、
西
南
戦
争

な
ど
の
内
乱
に
参
戦
し
ま
し
た
。

●

兵
役
抽ち
ゅ
う
せ
ん
籤
く
じ

●

大
阪
真さ
な
だ
や
ま

田
山
陸
軍
墓
地
墓
標

２　

日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
―
多
く
の

若
者
が
戦
地
に

　

初
の
対
外
戦
争
だ
っ
た
日
清
戦
争
、

続
く
日
露
戦
争
は
村
ご
と
に
帰
ら
ざ
る

兵
士
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。
彼
ら
を
慰

霊
す
る
碑ひ

だ
け
で
な
く
、
日
本
海
海
戦

の
ロ
シ
ア
兵
の
墓
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

●『
日
清
戦
争
従
軍
写
真
帖
』

●

平
田
愛
宕
山
と
斐
川
興
林
寺
の
紀
念

碑
お
よ
び
北
浜
ロ
シ
ア
兵
墓
標

３　

出
雲
市
内
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

の
遺
産
―
出
雲
市
内
も
空
襲
が
あ
っ
た

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
戦
局
が
悪
化
す

る
と
、
市
内
に
も
基
地
な
ど
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
た
び
た
び
空
襲
警
報
が
発
令

さ
れ
、
１
９
４
５
年
7
月
28
日
に
は
市

内
も
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

●

斐
川
団
原
鉄
橋
の
弾
痕

●

北
浜
防
空
監
視
所
跡
出
土
遺
物

４　

戦
争
は
終
わ
っ
た
が
…

―
行
政
文
書
な
ど
に
み
る
戦
後

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
日
常

は
戻
り
ま
せ
ん
。
海
外
か
ら
の
兵
士
や

邦
人
の
帰
還
は
困
難
を
極
め
ま
す
。
そ

れ
で
も
平
和
は
代
え
が
た
い
も
の
で
す
。

●

引
揚
げ
に
関
す
る
資
料

●

亡
き
父
を
追
悼
す
る
石
碑

（（
●

）は
主
な
展
示
品
）

● 

関
連
講
演
会

11
月
22
日（
日
）14
時
～
16
時

「
戦
争
遺
跡
・
遺
物
か
ら
見
え
る
も
の
」

　

【
講
師
】
原
田　

敬
一
氏

　
　
　
　

（
佛
教
大
学 

教
授
）

12
月
13
日（
日
）14
時
～
16
時

「
本
土
決
戦
に
備
え
た
陣
地
を
掘
る

 

―
『
チ
号
演
習
』
関
連
遺
構
の
調
査
―
」

　

【
講
師
】
佐
伯　

純
也
氏

　
　
　
　

（
米
子
市
文
化
財
団
）

　

※
事
前
申
し
込
み
必
要

● 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

10
月
31
日（
土
）・
11
月
28
日（
土
）13
時
～

　

【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
）

大津駅前の兵士見送り（1936年）
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第19号

 
「
発
掘
さ
れ
た
戦
争
遺
跡 

  -
地
下
の
遺
構
や
モ
ノ
が
語
る
戦
争-

」

  

ま
い
ぶ
ん
の
お
仕
事
紹
介
①

  

「
金
属
製
品
を
保
存
す
る

　

～
金
・
銀
・
銅
・
鉄
の
保
存
処
理
～
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

★
速
報
展

鉄製品のサビ落とし作業

保存処理ビフォーアフター
金環（耳かざり）

　

戦
後
70
年
を
迎
え
、
今
年
は「
戦
争
」

に
つ
い
て
考
え
る
行
事
や
展
示
が
各
地

で
行
わ
れ
、
平
和
・
不
戦
の
思
い
を
再

認
識
す
る
一
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
減
少
し
て
い
く
戦
争
体
験

者
に
代
わ
り
、「
戦
争
」を
伝
え
る
場
と

し
て
戦
争
遺
跡
の
保
存
活
用
を
図
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦

争
遺
跡
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
課
題
も

多
く
、
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
調
査
さ
れ

た
遺
跡
は
全
国
的
に
見
て
も
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
は
、
埋
蔵
文
化
財
と
し

て
調
査
が
行
わ
れ
た
全
国
の
戦
争
遺
跡

を
紹
介
し
ま
す
。
考
古
学
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た「
戦
争
」の
実
態
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
遺
跡
の
一
つ
に
、
北

九
州
市
の
小こ

く
ら
ぞ
う
へ
い
し
ょ
う

倉
造
兵
廠
跡
で
見
つ
か
っ

た
地
下
通
信
施
設
が
あ
り
ま
す
。
造
兵

廠
と
は
武
器
弾
薬
の
設
計
・
製
造
・
保

管
を
行
う
軍
隊
直
属
の
兵
器
工
場
の
こ

と
で
、
小
倉
造
兵
廠
は
最
盛
期
に
四
万

人
が
働
い
た
と
さ
れ
る
日
本
陸
軍
の
兵

器
生
産
の
中
心
で
し
た
。

　

こ
の
地
下
室
は
、
発
掘
調
査
中
に
偶

然
見
つ
か
っ
た
も
の
で
す
。
記
録
に
も

な
く
、
終
戦
直
後
に
封
鎖
さ
れ
た
た
め

忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

部
屋
の
中
に
は
当
時
使
用
し
て
い
た

机
や
椅
子
、
電
話
機
、
算
盤
な
ど
が
残

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
電
話
通
信

施
設
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

部
屋
は
東
西
二
つ
に
分
か
れ
、
東
の
部

屋
は
長
椅
子
、
西
の
部
屋
は
一
人
用
椅

子
な
ど
遺
物
の
内
容
に
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
東
よ
り
も
西
の
部
屋
に
上
位
の

階
級
の
人
物
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

時
空
を
留
め
た
こ
の
部
屋
は
戦
時
中

の
人
び
と
の
活
動
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て

い
ま
す
。

（
髙
橋　

周
）

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
の
中
に
は
、

遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
を
行
う「
埋ま

い
ぞ
う蔵

文ぶ
ん
か
ざ
い

化
財
係
」、
人
呼
ん
で「
ま
い
ぶ
ん
」

と
い
う
部
署
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
の

展
示
資
料
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
ま

い
ぶ
ん
」
の
調
査
に
よ
っ
て
地
中
か
ら

掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
ま
い
ぶ
ん
」
職
員
は
、
発
掘
調
査

に
留
ま
ら
ず
、
遺
物
の
整
理
、
本
の
執

筆
、
写
真
撮
影
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
仕
事
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
！
と
い
う
想
い
を
込
め
て
、
今

回
か
ら
新
し
い

速
報
展
シ
リ
ー

ズ
「
ま
い
ぶ

ん
の
お
仕
事
紹

介
」を
企
画
し

ま
し
た
。

　

初
回
は
、金
・

銀
・
銅
・
鉄
で

作
ら
れ
た
遺
物

を
未
来
へ
残
す
た
め
の
「
保
存
処
理
」

の
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
保
存
処
理
」
は
、
遺
物
の
劣れ

っ
か化
を

お
さ
え
安
定
さ
せ
て
、
永
久
的
に
保
存

し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で

す
。
金
属
製
品
の
場
合
は
、
サ
ビ
や
腐ふ

食し
ょ
くと
い
う
劣
化
か
ら
遺
物
を
守
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
処
理
を
施
し
ま
す
。
処

理
を
行
う
た
め
に
は
、
高
い
専
門
知
識

が
必
要
と
な
る
た
め
、「
ま
い
ぶ
ん
」

で
は
、
専
門
業
者
と
協
力
し
て
作
業
を

進
め
ま
す
。

　

展
示
で
は
、
金
属
製
品
の
出
土
か
ら

保
存
処
理
が
終
わ
る
ま
で
の
工
程
や
、

処
理
に
か
か
る
全
て
の
手
順
を
、
写
真

パ
ネ
ル
で
細
か
く
解
説
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
最
近
保
存
処
理
を
終
え
た
ば
か
り

の
金
属
製
品
を
一
挙
に
展
示
し
ま
す
。

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い「
ま
い
ぶ

ん
」の
お
仕
事
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
奥
原
こ
の
み
）

小倉造兵廠跡で見つかった地下室
（提供：北九州市芸術文化振興財団）
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第19号
　

10
月
25
日
（
日
）

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

出
雲
大
社
宇
迦
橋
大
鳥
居

　

～
女
性
た
ち
が
発
信
す
る

　
　
　
　
　
　

古
代
出
雲
の
魅
力
～

販
売
価
格　

３
，
０
０
０
円

販
売
部
数　

２
０
０
冊
限
定

〔
販
売
方
法
〕

○
直
接
購
入
の
場
合

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
シ
ョ
ッ
プ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
郵
送
で
購
入
の
場
合

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
つ
ぎ

の
番
号
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

【
電
話　

  

21

－

６
８
９
３
】

 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ　

21

－

６
６
１
７
】

 

【
メ
ー
ル bunkazai@city.izumo.shimane.jp

】

版
・
頁
数　

Ａ
４
版
・
４
５
２
頁

　
　
　
　
　

（
内
図
版
７
２
頁
）

重　

量　
　

１
，
５
６
０
ｇ

　

※
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

★
指
定
文
化
財
紹
介
⑬

★
姫
神
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催

 

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
紹
介
」

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

博
物
館
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
❀

　

今
年
３
月
よ
り
、
私
た
ち
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
は「
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
つ
ぶ
や
き
」

と
題
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報

発
信
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
日
々
思
っ
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
博
物

館
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
史
跡

公
園
の
魅
力
な
ど
写
真
も
添
え
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

青
空
と
よ
す
み
、
夕
焼
け
と
よ
す
み

の
投
稿
に
は
、
た
く
さ
ん
の
「
い
い

ね
！
」を
い
た
だ
き
、と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

現
在
は
、

ア
テ
ン
ダ
ン

ト
皆
で
行
っ

た
、
出
雲
市

内
の
文
化
財

研
修
で
見
学

を
し
た
古
墳

や
遺
跡
な
ど
、

場
所
別
に
紹

介
し
な
が
ら

週
に
1
～
2
回
を
目
標
に
更
新
し
て
い

ま
す
。
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

所
在
地　

出
雲
市
大
社
町
杵
築
南

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

宇う
が
ば
し
お
お
と
り
い

迦
橋
大
鳥
居
は
、
宇
迦
橋
の
北
詰

に
道
路
を
ま
た
い
で
立
つ
明

み
ょ
う
じ
ん神
鳥と
り
い居
で

す
。
出
雲
大
社
の
新
た
な
参
道
と
し
て

開
通
し
た
神
門
通
り
を
彩
る
た
め
、
ま

た
大
正
天
皇
の
御ご

た
い
て
ん

大
典
記き
ね
ん念
と
し
て
、

島
根
県
邑
南
町
出
身
の
篤と

く
し
か

志
家
小
林

徳
一
郎
氏
の
寄
進
に
よ
り
大
正
4
年

（
１
９
１
５
）に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
居
の
高
さ
は
当
時
で
は
日
本
一
と

な
る
23
メ
ー
ト
ル
で
、
国
宝
出
雲
大
社

本
殿
の
24
メ
ー
ト
ル
よ
り
高
く
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

近
代
に
整
備
さ
れ
た
旧
大
社
駅
か
ら

出
雲
大
社
へ
の
参
道
景
観
を
象
徴
的
に

演
出
し
て
お
り
、
建
設
か
ら
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
今
年
の
7
月
に
、
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て
国
の
文
化
審
議
会
か

ら
文
部
科
学
省
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

（
柳
樂　

雅
重
）

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲　

白
の
ホ
ー
ル

【 

開　

場 

】 

12
時
30
分
～

【 

開　

演 

】 

13
時
～

・
託
児　

希
望
者
は
博
物
館
ま
で

　
　
　
　

申
込
み
締
切
10
月
13
日

会
場
で
素
敵
な
グ
ッ
ズ
が
あ
た
る
♪

　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
も
来
て
ネ
！

出
雲
の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
を

　
　
　
　
　

姫
神
た
ち
が
語
り
ま
す
。

● 

ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

古
代
と
古
墳
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
二

人
の
乙
女
、
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
と
ヨ
ザ

ワ
マ
イ
さ
ん
が
来
雲
さ
れ
ま
す
。

　

お
二
人
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
コ
ジ
フ
ン
」

の
ラ
イ
ブ
&
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん

　

古
墳
シ
ン
ガ
ー

　
　
　

古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会 

会
長

▼
ヨ
ザ
ワ
マ
イ
さ
ん　

古
代
妄
想
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

漫
画
家

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

近
年
、
歴れ

き
じ
ょ女
と
い
う
「
歴
史
が
好
き

な
女
性
」を
示
す
言
葉
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
女
性
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
出
雲
大
社
周
辺

を
中
心
に
出
雲
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
古
代
出
雲
に
も
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
県

内
で
活
躍
す
る
女
性
団
体
を
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
お
招
き
し
ま
す
。
女
性
の
目
線

で
見
た
出
雲
の
「
歴
史
文
化
遺
産
」
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

▼
パ
ネ
ラ
ー　

女
性
団
体

・
お
く
い
ず
も
女
子
旅
つ
く
る
！
委
員
会

・
さ
ん
べ
女
子
会

・
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
愛
ラ
ン
ド
実
行
員
会

・
浜
田
商
工
会
議
所 

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
社
☆
ガ
ー
ル

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
本
間
恵
美
子

　

松
江
城
姉
さ
ま
鉄
炮
隊 

隊
長

【 

参
加
無
料 

】

築 100 周年を迎え
登録される大鳥居

西谷３号墓より撮影「西谷２号墓と夕焼け」
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●入館料 /無料

●開館時間 / 9：00 ～ 17：00（入館 16：30 まで）

●休館日 /火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

第19号

★
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

★
館
長
講
座
の
ご
案
内

★
お
知
ら
せ

★
館
長
コ
ラ
ム
⑭

　

考
古
学
者
が
登
場
す
る
映
画
で
忘
れ

ら
れ
な
い
の
が
、
出
雲
を
舞
台
に
し
た

『
花
い
ち
も
ん
め
』（
85
年
）で
す
。

　

島
根
文
化
大
学
元
教
授
の
考
古
学
者

が
認
知
症
に
な
り
、
博
物
館（
松
江
城

興
雲
閣
で
ロ
ケ
）の
職
を
追
わ
れ
、
家

族
に
は
亀
裂
が
生
じ
…
と
い
う
大
変
深

刻
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
映
画
を
見
た

と
き
、
私
は
自
分
の
将
来
を
予
言
さ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
、
少
し
落
ち
込
み

ま
し
た
。

　

研
究
者
は
ど
の
よ
う
に
老
い
を
迎
え

る
べ
き
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
た
一
人
が
、
20
世
紀
を
代
表
す
る
考

古
学
者
ゴ
ー
ド
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
で
す
。

遺
書
の
中
で
、彼
は
学
問
の
世
界
の「
老

害
」
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
彼
の

意
見
に
は
賛
同
で
き
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
点
を
鋭

く
見
据
え
た
主
張
の
多
く
は
と
て
も
説

得
的
で
す
。

　

彼
は
、
老
人
が
各
種
組
織
の
名
誉
的

役
職
に
就
く
の
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
、
せ
い
ぜ
い
65
歳
が
限
度
で
、
あ
と

は
次
の
世
代
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
書
い

て
い
ま
す
。「
チ
ャ
イ
ル
ド
の
時
代
の

65
歳
は
今
な
ら
70
歳
だ
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
ほ
ど

の
天
才
が
65
な
ら
凡
人
は
も
っ
と
前
か

も
」
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

　

私
は
大
学
退
職
後
に
請
わ
れ
て
当
館

の
館
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
チ
ャ
イ
ル

ド
に
倣
え
ば
、
も
っ
と
若
い
優
秀
な
人

に
任
せ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
う
い
え
ば
、
や
は
り
大
学
教
授
の

考
古
学
者
が
主
人
公
の
映
画
『
イ
ン

デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
／
ク
リ
ス
タ
ル
ス

カ
ル
の
王
国
』
に
は
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教

授
が
学
生
に
「
チ
ャ
イ
ル
ド
の
著
作
を

読
め
」
と
指
導
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。　
（
渡
邊
貞
幸
）

　
『
発
掘
調
査
の
お
宝
動
画
公
開
！
』

○
11
月
14
日
（
土
）

　
「
造

つ
く
り
や
ま山
古
墳
」（
安
来
市
）

　
～
学
研
賞
に
輝
く
島
大
生
の
8
ミ
リ
映
画
～

○
１
月
23
日
（
土
）

　
「
西
谷
３
号
墓
」（
出
雲
市
）

　

～
島
大
チ
ー
ム
出
雲
の
王
墓
に
挑
む
～

　

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
【
講
師
】
渡
邊
貞
幸（
当
館
館
長
）

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

受
講
料　

３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名

　

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
博
物

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

平
成
27
年
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

▼
入
場
料　

前
売
り　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下 

無
料

　

※
当
館
で
前
売
券
購
入
で
き
ま
す
。

▼
出
演
団
体（
11
団
体
・
順
不
同
）

　

・
大
土
地
神
楽
保
存
会
神
楽
方

　

・
赤
塚
神
楽
佐
儀
利
保
存
会

　

・
乙
立
神
楽
保
存
会

　

・
土
手
町
神
楽
保
存
会

　

・
三
谷
神
社
投
獅
子
舞
保
存
会

　

・
差
海
神
事
舞
保
存
会

　

・
荒
茅
盆
踊
り
保
存
会

　

・
市
森
神
社
神
事
花
保
存
会（
展
示
）

　

・
平
田
一
式
飾
保
存
会（
展
示
）

　

・
直
江
一
式
飾
り
保
存
会（
展
示
）

　

・
赤
塚
神
楽
佐
儀
利
保
存
会（
子
ど
も
神
楽
）

一式飾り

盆 踊 り

獅 子 舞

神　　楽

区　分
使 用 料 ※ 1 時間につき

改定後 現　行

実　習　室 500 円 308 円

たいけん
学 習 室

全面 2,500 円 1,028 円

半面 1,250 円 514 円

― 施設使用料の改定について ―

冷暖房使用料は 3 割加算とする。
（10 月 1 日～）


